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大いなる伯耆の恵み
　　山里海に
　　　　皆生かされる

　「皆生・大山SEA TO SUMMIT®」は関係各位の皆様の協力のもとに第9回目を開催する運びとなりました。
　皆生・大山の素晴らしい自然のもと、全国からアウトドアスポーツを愛好する人々が集います。１日目の環境シンポジウムに始
まり、２日目は日本海からスタートして、それぞれのペースでタイムを競うことなく自然の循環を肌で感じながら、カヤック・自転車・
登山で大山の頂上を目指します。
　自然の循環を感じる環境スポーツイベントとして始まった「SEA TO SUMMIT®」。そのコンセプトを元に、2015年、ついに
発祥の地皆生・大山で「ジャパンエコトラック第１号」が本格始動しました。そして、このようなエコツーリズムの仕組みが今、全
国各地に広がろうとしています。「SEA TO SUMMIT®」にご参加いただいた後にも、ぜひまたこの皆生・大山で365日いつで
も四季折々の魅力とアクティビティを楽しんでいただけたら思います。

　海・里・山―。

　「SEA TO SUMMIT®」は人力だけで海から頂上を目指し、大自然を全身で感じながら汗をかき、人と自然のかかわり方の在
るべき姿を改めて考える大会です。そんな時間を皆さんと共有したいと思います。

　「皆生・大山 SEA TO SUMMIT® 2017」の御盛会をお祝い申し上げますとともに、国内外各地からお越しいただいたアス
リート、御家族はじめ皆様方を、鳥取県を代表し心から歓迎いたします。
　霊峰大山とそのもとに広がる日本海、疲れをいやす温泉など、アウトドアスポーツに挑戦するのに際立った環境が整っている
鳥取県におきまして、究極の競技「SEA TO SUMMIT®」が地球上で初めて実施されました。カヤックで日本海に漕ぎ出し、自
転車で悠久の里を走り抜け、秀麗な大山の頂上を目指し歩んでいく。自然の魅力を体いっぱいで満喫できる環境スポーツイベ
ントとして、回を重ねるたびに大きな盛り上がりを見せてきました。
　今回は、風薫る新緑の5月に、里田の早苗がかわいらしく風にそよぎ、森の木々が一斉に芽吹く姿を楽しみながら、思い思い
のペースでゴールを目指してください。ゴールとなる大山山頂では、眼下に広がる日本海をはじめ、見事に制覇したコースの眺望
がアスリートを待っております。
　また、大会の舞台大山は、来年2018年に開山1300年を迎えます。大会当日は、開山をお祝いする最初の行事となる開百
法要が、登山口の大山寺で行われることとなりました。皆様の無病息災と御多幸への祈りのただなかで、信仰の対象として古
から崇拝されてきた大山の悠久の歴史に触れ、かけがえのない思い出ができるものと存じます。
　そして今年、鳥取県は星取県に改名します。大山をはじめとした星空の美しいスポットがたくさんあります。ぜひ鳥取県の美し
い夜の空を大切な人と仰ぎ見てください。
　昨年秋の前回大会直後、鳥取県中部地域を中心に最大震度6弱の地震が襲い、大山地域も含めて大きな被害が発生し
ました。全国からたくさんの皆様に御心配と多くの励ましをいただき、この場をお借りして厚くお礼申し上げます。
　鳥取県は元気です。大山や鳥取砂丘等の雄大な自然や温泉に加え、鳥取県には、「食のみやこ鳥取県」の豊かな山海の
幸があります。また、「まんが王国とっとり」は、妖怪ブロンズ像がお迎えしてくれる「水木しげるロード」、商業施設もオープンした
「名探偵コナン」のまちも楽しめます。サイクリングルート整備も進み、まさに人気急上昇中のリゾートになりつつあります。
　皆様の笑顔と出会うことが地震で傷ついた地域の励みになります。さらなる復興に繋げたいと存じますので、多くの方に鳥
取県の観光や食の魅力などお勧めいただけると幸いです。
　結びに、本大会の開催に御尽力いただいた関係者に感謝申し上げますとともに、アスリートの皆様の御健闘、各地からお越
しの皆様の御健勝をお祈り申し上げます。

皆生･大山 SEA TO SUMMIT®2017 大会に寄せて

株式会社モンベル、株式会社SUBARU
大山ハム株式会社、株式会社ビクセン、アリスト販売株式会社、オリンパス株式会社、プロトレック、エクシリム、
日本ゴア株式会社、株式会社ウェザーニューズ、株式会社むそう商事、ナイトアイズ、教えて！「かくれ脱水」委員会、
ジェットボイル、バイオライト、ヘリノックス、ヒューマンギア、ラフウェア、アドベンチャー･テクノロジー
皆生温泉観光株式会社、公益財団法人とっとりコンベンションビューロー、久米桜麦酒株式会社、株式会社ロブテックス、
ファミリーイナダ株式会社、サントリー食品インターナショナル株式会社、日本ライフライン株式会社 （順不同）

5月20日　皆生海浜公園（開会式・環境シンポジウム／雨天決行）
5月21日　日野川河口（スタート）、大山国立公園駐車場（博労座／閉会式・表彰式）
　　　　 【海のステージ（カヤック）】日野川河口→皆生海浜公園→日野川河川敷（約8km）
　　　　 【里のステージ（ 自転車 ）】日野川河川敷→大山町総合文化スポーツセンター→博労座（約23.5km）
　　　　 【山のステージ（ ハイク ）】博労座→大山頂上〔弥山〕（約3.5km）

国土交通省観光庁、環境省中国四国地方環境事務所、
鳥取県、米子市、大山町、日吉津村

【略歴】
1984年東京大学法学
部卒業。自治省入省。 
選挙部政治資金課課長
補佐、税務局企画課理
事官を経て、1999年鳥
取県総務部長。2001年
鳥取県副知事、2007年
鳥取県知事就任（現在3
期目）。

皆生･大山  SEA TO SUMMIT® 2017
開 催 要 綱

2017年5月20日　ｰ 5月21日●土 ●日

［シングルの部］ 税抜き料金￥10,500（税込¥11,340）
［チームの部］ 税抜き料金￥10,500（税込¥11,340）×人数
※参加費には［環境保全協力金¥500］を含む

主　　催

後　　援

協　　賛

大会期日

会　　場

定　　員

参  加  費

参加資格

制限時間

日　　程 5月21日5月20日●土

【会場】 日野川河口

【会場】 皆生海浜公園

●日

【会場】 日野川河口

皆生･大山 SEA TO SUMMIT®実行委員会（事務局／株式会社モンベル）

先着300名（募集人数に達し次第、受付を終了します）

11:00～
12:00～13:30

14:30～
15:00～
15:50～
17:00～18:00

カヤックスタートより　●5時間以内に【博労座】（約31.5km地点）
　　　　　　　　　●8時間以内に【大山頂上（弥山）】　※詳しくは次ページの地図をご覧ください。

開会式
環境シンポジウム（→詳細P.8）
大会説明
カヤック・自転車搬入
※18:00以降の搬入は行っておりません。
　18:00以降となる場合は、翌日21日に
　行ってください。

6:00～
6:30～
7:00～

カヤック・自転車搬入
参加者集合
大会スタート

【会場】 大山国立公園駐車場（博労座）
9:00～
15:30～

17:00

イベント会場オープン
閉会式・表彰式・
参加者集合写真撮影

大会終了

●シングルの部：高校生以上　チームの部：中学生以上
●健康な方で、参加者全員分のカヤック装備（パドル・ライフジャケット・フラッグの装着を含む／SUPの場合リーシュ
　コード必須）、自転車装備（ヘルメットを含む）、水分補給のための給水用装備（ハイドレーション･システムなど）を
　用意できる方
●大会事務局より大会参加承認を受けた方
※病弱、心臓に障害のある方は参加できません。
※高校生以下の参加には保護者の同意が必要です。
※年齢は大会当日を基準とします。

駐車場入庫開始
大会受付
カヤック・自転車搬入
※受付終了者に限る。

※天候およびコースの状況により変更になる場合があります。
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